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1.緒言

木材と接着剤，あるいは塗料との結びつきのメカニズムを解明する一つの方法として，最近合成高分子

の希薄溶液から高分子の木材への吸着に関する研究がおこなわれている。

合成高分子として熱可塑性樹脂のポリ酢酸ピニル， ポリピニルアルコールを用u、た研究は，中戸らへ

TARKOW8) , WEATHERWAX9) , LUCE4) によってかなり詳細に研究されている。しかし，これまで木材接着に

おもに用いられてきた熱硬化性樹脂にっし、ては，注入木材に関する研究として後藤ら2) によるもののみで

ある。

この研究では，木材による熱硬化性のレゾールタイプのフェノール樹脂の吸着にっし、て，その吸着量を吸

着前後の樹脂の不揮発分 (Non-volatile content) の差から決定し，さらに，吸着された樹脂の成分につ

いて 1 核体のメチロールフェノールを中心として，ペーパークロマトグラフィーを利用して追跡した。

一般に吸着実験におし、て吸着量の決定は，吸着前後の溶液の濃度差を測定しておこなわれ，その濃度差

を測定する方法として重量法，光学的方法，アイソトープ法などがある。

この実験で・は樹脂水溶液の濃度を不揮発分で示し，その濃度差を測定する方法として， 14C-フェノール

を含むフェノーノレとホノレムアルデヒドを反応させた樹脂を合成じ，不揮発分中の 14C の F 線を G.M. カ

ウンターで計測する方法をとった。

この研究をおこなうにあたり，指導と助言をいただし、た当研究室室長岩下陸技官，高木純技官およ

び調査室安馬喜昭技官に感謝し、たします。

ll. 実験方法
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II-1. 実験試料

II -1-1.木材

エゾマツ (Picea jezoensis CARR.) 辺材(気乾比重 0.45) を 60 ，，-， 80 メッシュの木粉としたものを，合

7Jç率約 12 %，に調整し無処理のまま実験に供した。

II -1-2. フェノール樹脂の合成と成分

実験に用いた HC フェノールを含むフェノール樹脂は，水酸化ナトリウムを触媒として合成した水溶性

のレゾールタイプのものである。その主要構成成分は， Table 1 に示したような 5 種類の 1 核体のメチロ

ールフェノーノレで、ある。

樹脂合成は， HC-フェノール 0.1 mc (NEC-76 pheno1-1-14C , 40.2 mg) を含むフェノール 1 モル

(5.5 g) とホルムアルデヒド 2 モル(ホルマリン 9.5討を 20 %，水酸化ナトリウム水溶液で pH9.0 に調
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Table 1. メチロールフェノールの分子情造( 1 核体)

Constitutional formula of methylol phenol (Mono nucleus) 
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Process of phenol ・ form

aldehyde resin synthesis. 30 150 

整した反応液を， 70 0C で 150 分I/tJ反応させておこなった。 14C-フェノールの溶解は，容器の中にホルマ

リン 19 を注入し，さらに，融解フェノール 5.5g を注入して水浴中で・加熱し 14Cーフェノールを十分溶

解した。 この溶解液をセきミグロフラスコに移し，さらに， 8.5g のホルマリンで容器を洗浄しフラスコ

に全部移す方法をとった。反応時間中の温度， 30 分ごとに測定した pH および，不揮発分を Fig. 1 に示

した。不揮発分は反応系より溶液約 0.2g を試料皿にとり精秤後，赤外線て・加熱硬化し，ふたたび重量を

測定し次式で‘求めた。

吾x100=nvc (.%) ・・・ (1) 
"0 

ここで ， Wo は試料重量， W は力I融硬化後の重量である。反応開始時の不揮発分はほとんど O と考えら

れるが，実際には測定時の加熱によって試料の反応が進み， Fig.1 のように 18.% とし、う値を示す。しか

し，反応を開始するとフェノールのメチロール化が進み，未反応のフェノールは急激に減少してくるの

で，不揮発分の測定値と試料の実際の不開発分との差は少なくなってくると考えられる。
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木材による 14Cーフェノール樹脂の吸着(大黒) - 3 ー

II -2. 吸着に影響をおよぼす因子

II -2-1.温度

合成された樹脂は，反応、の初期段階のものでその不揮発分は 40% であったが，保存中にも反応が進み

実験HJJ には 46% を示した。また， 0.4% 程度に希釈された水溶液も 40 0C ではさらに反応が進み， 48 時

間後には樹脂の析出による水溶液の白渇が観察された。しかし， 20 0C では 72 時間後でもこのような現象

は認められなかった。吸着平衡時間中に吸着質の変化は望ましくないので，この実験における吸着はすべ

て 20 0C でおこなった。

II-2-2. pH 

反応終了時の樹脂の pH は 8.4 であったが，これを

希釈して 0.1 ，，-，0.4% 程度の水溶液としたときの pH

は，ガラス電極 pH メーターで 8.0 であった。また，

この樹脂の水にたし、する溶解性はこの pH では無限大

である。しかし，この樹脂水溶液に塩酸を滴下して pH

を下げていくと， pH 5.5 付近で樹脂の析出による白

濁が観察される。この ìl~j定曲線は Fig. 2 に示した。

エゾマツ木粉の pH 8.0 の樹脂水溶液による吸着平衡

時の pH は 6.0 ，，-，6.2 であったので， この実験では樹

脂の析出はおこらなし、ものとして取り扱った。

II -2-3. 木粉抽出物の計数値におよぼす影響

7 

0 
0 

Water 2∞cc+Resin Ig 

0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 
0.1 N Hd Solution (co) 

Fig. 2 フェノール・ホルムアルデヒド樹脂
水溶液のi尚定曲線

Titration curve of phenol.formaldehyde 

resin aqueous solution. 

吸着媒の木粉は未処理のまま用いたので平衡時間中に水によって抽出され，そのjll1出物によって P 糾が

吸収され，計数値に誤差が生ずることが予想される。この点を確かめるため 0.27% の樹脂水溶液に純水

を添加した場合と，抽出水を添加した場合の計数値の比較をしたが，ほとんど差は認められなかったの

で，抽出物の計数値への影響は無視した。

II -3. フェノール樹脂の不揮発分の吸着

II -3-1. フェノール樹脂の濃度

フェノール樹脂はその構成成分として， Table 1 に示したようなメチロール化合物のほかに，未反応の

フェノール，ホルムアルデヒ1'，メタノーノレ ， 7k ， 触媒の水酸化ナトリウムなどを含む溶液で，その組成

割合もさらに反応が進むと若干変化してくる。これらの成分のうちメチロールフェノールは，溶液中で木

材の表面に到達したのち接着に有効な結合を形成することができる成分である。またメチロールフェノー

ルは，その加熱によってメチロール基が縮合してメチレン結合を形成し，三次元網目構造となり接着層を

つくる。この三次元網目構造の硬化物が，樹脂の不揮発分である。したがって，吸着実験におけるフェノ

ール樹脂の濃度を，樹脂の不揮発分で示すことができるので，これを基準として樹脂の希薄水溶液をつく

った。一例をあげると ， nvc 46.0 %の樹脂液 19 を精秤して 100 cc のメスフラスコにとり，7kで、定容と

した場合，この水溶液の濃度は 0.46% である。この希薄水溶液の吸着による微少な濃度変化を測定する

ため，吸着前f後麦のそれそ

定し，吸着前の濃度とそのカウント数および，吸着後のカウント数から比例計算で吸着後の濃度を求め

た。実際の測定方法は，それぞれの水溶液の 0.20 cc をマイグロピペットで放射線測定用のステンレス製
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試料皿にとり， 20cm の距出ftから 185w の赤外線ランプで照射して乾燥し，乾回{後麦さらに 3初0 分j照!照吉硝身射f し，

ただちに G

Cn'ο 
一去一=C(%) ・ 一・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (2 ) 

'-'0 

ここで， Co は nvc を基準とした原水溶液の濃度(%)， Go はその水溶液 0.20 cc の 1 分間あたりのカ

ウント数 (cpm) ， G は平j如水溶液 0.20 cc の cpm， C はこれから求めた平衡液の濃度である。

II -3-2. 吸着量の測定法

無処理木粉約 0.5 g (含水率 1 1. 2 %)を精秤し共栓三角フラスコにとり，濃度既知の樹脂水溶液 20 ∞

をピペットで加え，密栓して 20 0C の恒温水槽中にときどき振とうしながら所定時間保持した。同時に，

試料を加えない樹脂水溶液もこの条件で保持した。所定時間後開栓し，原水溶液および試料液では，その

上澄液おのおの 0.20 cc をマイグロピペットで試料皿にとり，前述の:方法でその濃度を求めた。吸兼量は

この両者の濃度差から次式によって決定した。

Mo・ (Co-C)
=G(g/g) …ー・ …・・ ・・ … …...・ H ・ H ・ H ・...・ H ・-・ ……..( 3) 

X.(l-C) 

G は吸着媒 19 あたりに吸着された吸着質の g 数 Mo は溶液の重量(この実験では 20cc を 20g と

した)， Co は原水溶液の波度 (g/g) , C は平衡i夜の濃度 (g/g) ， X は吸着媒の重量 (g) でこの実験では
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Fig. 3 レゾールタイプのフェノール・ホルムア

ルデヒド樹脂のペーパーグロマトグラム

Chromatogram of resol type 

phenol. formaldehyde resin. 

木材の霊長を絶乾重量に換算した。

II -4. ぺ-/\ークロマトグラフィーによ

る吸着メチロールフェノールの定量

不揮発分の吸着実験では，吸着されたフェノ

ール樹脂成分については明らかにできないの

で，ペーパークロマトグラフィーを利用してメ

チロールフェノールを中心として分析をおこな

った。吸着実験は最も吸着量の大きかった条件

でおこない，原水溶液と吸着平衡液のメチロー

ルフェノ，ールを瀬戸の方法71 に準じたペーパー

グロマト法で分析し，その定量は捌岡らのプJ

法81 によっておこなった。

II -4-1. ペーパーグロマト j法とメチロー

ルフェノーノレの定量法

分析に用u、たP紙は，東洋P紙製の No.51

A (40X40cm) を無処迎のまま使用した。展開

液はペンゼン:酢酸:水の容積比 5: 5: 1 の上

層液を用い， J~fl" 法で 4~6 時間展開した。本

実験で二次展開をおこなわなかったのは，予備

的に水による一次展開，ベンゼン:酢酸:水に

よる二次展開をおこなった結果，本実験に使用
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したフェノール樹脂には，一次展開によって分離してくるフェノール核の 2 核体以上のものの存在が認め

られな泊ゐったためで、ある。発色剤は 0.5%塩化第二鉄水溶液を用し、た。この方法によるレゾールの一般的

グロマトグラム(瀬戸によるわ)を Fig. 3 に示した。このようにして展開処理し，確認された個々のメチ

ロールフェ/-ノLのスポットは，赤外線で乾燥後各スポットごとに直接 G.M. カウシターで 30 分間計i!tl]

し，計数値からパッググラウンドを差しヲ|いたカウント数でそのメチロールフェノールの量を表わした。

また，原水溶液と吸着平後日夜のメチロールフェノールの組成割合は，カウント数の合計にたし、する個々の

メチロールフェノールのカウント数の割合で示した。

吸着量のmlJ定法II -4-2. 

実験方法は II -3-2 と同様である。 i戸紙の展開原点には，原水溶液および，吸着平衡i夜の上i登液をおの

おの 0.003 cc ずつを 5，，-， 10 回スポットし，所定の方法で展開処理後計測した。吸着量は 5 種のメチロー

ルフェノールごとに，原水溶液と平衡液のカウ γ ト数を比較し，吸着によるカウント数の減少割合から決

定した。

ill. 実験結果と考察

不揮発分の吸着ill-1. 

検量線ill-l-1. 

nvc 46.0 %の樹脂i夜を希釈して 0.09 ，，-，0.39 %の濃度の樹脂水溶液を作り，これより 0.20 cc をとり，

の検量線を求めた。決IJ定は 1 試料につき 3赤外線で乾燥後，放射線計測をおこなし、濃度と計数値 (cpm)

点、ずつおこない，その平均値を示した。得られた検量線を Fig.4 に示した。ただし，試料のうち 0.30%

以上の濃度のものは，不開発分による P 線の自己吸収が認められ，低濃度側におけるような直線関係は成

立しなくなるので，さらに 5 倍に希釈して測定した。

吸着平衡時間

iJ1~度 0.09 ， 0.18, 0.27 %の樹脂水溶液にっし、て，それぞれ吸着平衡時間を求めた。測定は 2 ， 24, 96 

H寺間後におこない，吸着量は原水溶液の cpm と吸着試料i夜の cpm の差，すなわち，木材によって吸着

ill-1-2. 

された不揮発分の cpm で表わし Fig.5 に示した。吸着平衡時間は 0.09% の場合を除いて 2 時rilJでほぼ

平衡に達している。

メッシュの木粉の場合の平衡時間を 24 時間とした。

のように，カミなり短時間で平衡に達したのは，吸着質分子

‘ 
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がすべて 1 核体で分子断面積としては大きな差がなく，

木材表面の吸着点への到達の難易はあまり変わらないた

めと考えられる。しかし，フェノール核に付加したメチ

ロール基の影響については，個々のメチロールフェノー

ノレの吸着について明らかにならなければ検討できない。
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吸着等温線ill-1-3. 

樹脂水溶液濃度 0.09 ~ぎから 0.40%までの 20 0C の吸
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着等温線を求めた。得られた結果は， Fig.6 に示した。

この吸着等温線は飽和に達していない。これにたいし，

STAMM1 ) の Sugar pine によるフェノールの吸着，佐藤6)

02 0.3 0.4 【ラ急〉

平衡;量度

Equ�ibrium concerrl:ration 

Fig. 6 吸着等温線

Adsorption isotherm. 

0.1 
0 
0 

のアセテート用パルプによるザリゲニン (OMP) の吸着

でもみられるように，濃度7%のプェノーノL水溶液で・木材 19 あたり 0.25g の吸着量， 0.4 moles/l (約

55彰)のザリゲニン水溶液で 5.5 moles/ g X 105 (木材 19 あたり 0.8X 1O-2g) の吸着量を示してし、るが，

いずれもその吸着等温線は飽和に達してし、ない。本実験におけるフェノール樹脂・木材の系で，もし飽和

吸着に達するとすればその濃度はかなり高いと予想されるが，その場合，水溶液の濃度が高くなると吸着

による微少な濃度変化を測定することが困難となるので，男IJの方法をとらなければならなし、。

この吸着量か濃度 0.40% で 2.5x10-2 g であった。との吸着等温線での木材の吸着震の最大値は，

ら，メチロ{ルフェノールがカパーした木材の面積を求め，吸着がおこなわれた木材の表面の大きさと，

吸着点の性質について検討をおこなってみた。すなわち，メチロールフェノールの吸着が， Langmuir 型

の単分子吸着としておこなわれたと仮定し，木材の吸着面積を STAMM1 ) の式で求めた。

Sm.N.W 
-一五一一=S(cm2) ・…....・ H ・-……....・ H ・.........・ H ・-…....・ H ・...( 4) 

ここで ， Sm は吸着質分子の分子断面積であるが，この計算ではメチローノレフェノールの分子の断面積

として数値の明らかなフェノールの値 24.0X 10-16 cm2 を用いた。 N は AVOGADRO'S number 6. 02x 1023 , 

W は吸着媒 19 に吸着された吸着質の g 数で，ここでは 2.5x 1O- 2 g の吸着質をすべてそノメチロール

フェノールと仮定し，これをフェノールの重量に換算した数値1. 9X10-2 g を用し、た。 Mは吸着質分子の

分子量で，フェノールの 94.0g を用いた。その結果，吸着媒 19 の吸着質分子によってカパーされた面

すなわち，顕微鏡観察にこの面積は STAMM1 1 の Sugar pine の値，積 S は 0.29x106 cm2 であった。

フェノール水溶液よりのフェノールの吸着から計算した面よる内部表面積 2.5X103 cm2 よりはむしろ，

メチロールフェノーノレは活性なセノレロ積 4.2x106 cm2 に近い木材の内部膨潤表面の領域の値であって，

ースやリグニンの OH 基の存在する内部膨潤表面の吸着点で，吸着されたと考えられる。

ペーパーク口マトグラフィーによる吸着メチロールフェノールの定量

検量線

ill-2. 

ill-2-1. 

P紙上に分離されたスポットのメチローノレフェノールの量と計数値との検量線を，次のようにして求め

た。 5 種類のメチロールフェノールはすべて 1 核体であり 14C はフェノール核に位置しているので，ス

ポットのカウシト数はメチロールフェノールのフェノール核の存在量を示す。したがって，個々のメチ戸

ールフェノ{ルについてそれぞれの検量線を求める必要はないので，メチロールフェノールのかわりに樹
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脂水溶液を用いた。すなわち，濃度 0.20% の樹脂水 化問)

溶液 0.002 cc ずつをi戸紙にスポットし，そのつど風

乾しながら 1~10 回スポットをくりかえしたi戸紙を赤

外線で乾燥後，スポット上に直接 G.M. カウンターを刀

50 

40 

おき計数し， Fig.7 の検量線を得た。その結果， 0.20 ゥさ 30

%の水浴液 0.015 cc，すなわち， 30 r までは計数値と 〉ニ

の聞に直線関係が成立するので，この範囲内を定量に ト 320

利用することにした。
d 

10 
ill-2-2. 個々のメチロールフェノールの吸着

。

-7-

メ

，ι 

試料樹脂の不揮発分は 44.3%で，これを 0.40%の

濃度に希釈して実験に供した。

。 日 004 0.008 0.012 0.016 0.020 

個々のメチロールフェノールの計数値，およびメチ

ロールフェノールの組成割合は Table 2 に示した。

また，個々のメチローノレフェノーノレについて吸着によ

って減少したカウント数の割合，すなわち，平衡液の

カウント数の原水溶液にたいする割合を Fig. 8 に示

した。その結果，原水溶液において存在割合の少なし、

PMP は平衡液ではまったく認められず，また OMP

も 40%程度減少している。 2.4 DMP と 2.6 DMP は

ほぼ 20% 減少している。これにたいし， 2.4.6-TMP 

は逆に 13% ほど増加している。 しかし，平衡液の各

スポットのカウント数の合計は原水溶液のそれにくら

ベて 16% ほど減少しており，木材によるメチロール

{ヲ6】

100 

減~ 80 
L 

少 3360
も 40

率 JE
" 20 α-

。

-20 

(Cc.) 
樹脂>K;害;衰のスポザト量

Spoそ volume of res� solutio円

Fig. 7 検量線
Calibration curve. 

。門P 2.6-D門P PMP 2.4-D門P 2A.6-T門P

メチロ-)[.フzノー Jし

同;thylol phenols 

Remark: An average of three sheet of paper. 
フェノールの吸着が認められる。これらのことから Fig. 8 吸着によって減少したカウント数の割合

Rate of count number decrease by adsorbed • 

Table 2. 原水溶液および吸着平衡液のペーパーストリップのカウント数

Count number of paper strips of original solution and equilibrium 80lution 

試料の種類 メチ戸ーノレ カウント数 カウント数カウント数カウント数の合計
Kind of フェノーノレ Count numberlCount number Count number Total count 

sample 1Methy101 phenols:O.003ccX 10 spot.003ccX 10 spot810.003ccX5spot81 number 

2411960<i4>9} ]>3 6 お3凹制8〉> ) J.，J6333田6625孤0902 {Ltt(〈 1∞22$ia6(3813 3 ) %} } >

OMP 1 241 (11)'1 282 (l�')"1 172 ・
原水溶液 2.6-DMP I 483 (23) I 502 (19) I 244 (20) I 1 
Original I P~~__ I 150 ( 7) I 151 � 6) I 59 

;;;  
2.4 日MP I 810 j38) I 1,078 j464;2  

Total I 2, 132 (100)2, 65o (1∞)1， 214-(100) 1 5 

?~fm I ~~~ L?2 I ~~~ � .~2 I _~~ � .~2 I ~?~ � ， ~2 
吸着平衡液 2.~:I?~P I 384 (21) I 317 (16) I 209 (17) I 910 (18) 

PMP 一一 一一 一一 一一
Equilibrium I 2・ 4':D_~~_ 350 (19) I 434 (22) I 297 (24) I 1,081 (21) 
80lution 2.4.6-TMP _ I 954 (51)1 ,066 (54)636( 51)2,656(53) 

Total 1, 845 (1∞) I 1, 968 (1∞) I 1, 236 (1∞) I 5, 049 (100) 

Remark: Counting period 30 min. 
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モノメチロ{ノレフェノールとジメチロールフェノーノレの吸着が認められ，とくにそノメチロールフェノー

ルは原水溶液における組成割合が，ジメチロールフェノーノレの 1/2 であるにもかかわらず吸着カウント数

は同じである。これはフェノール核に付加したメチロール基が，ジメチロールフェノールより少なし、モノ

メチロールフェノールの方が，比較的木材の内部膨潤表面にはいりやすいのではないかと考えられる。

これにたいし 2.4.6-TMP は吸着平衡液で原水溶液より増加したので，その吸着は確認できない。

2.6.4-TMP の生成の理由として，吸着平衡までのH寺rHl 中に樹脂水溶液のメチロール化反応、が若干すすみ，

段階的にモノメチロールフェノーノレからヅメチロールフェノール，さらに 2.4. 6-TMP へと反応が進み生

成されたと考えられる。

木材と接着剤による接着界面の形成は，フェノール核に付加したメチロール基の少なし、モノメチロール

フェノールの方が，ジメチロールフェノールや，吸着が硲認できなカ通った 2.4.6ーTMP よりも容易でー，し

たがって前者の方が接着に有効な成分と考えられるが7 堀岡ら3) のデータでは，接着性能は OMP より

2. 4. 6-TMP の方がよ泊‘った。これはメチロール化の進んだ 2. 4. 6-TMP の方が， OMP より接着層にお

ける三次元網 I~I 構造を形成しやすし、のではなし、かと考えられる。

以上の実験から，今後さらに詳細に検討されなければならなしソ誌は，分子の大きさが吸着におよぼす影

響で，これにつし、ては，フェノーノレ核がメチレン結合した多核休のノボラッグタイプの樹脂を用いて，実

験をおこなし、たし、と考えている。また，この実験で系中に共存してかた水酸化ナトリウムの影響は，木材

が難燃処理薬剤等で処理されてし、る場合の吸着におよぼす影響とともに検討したいと考えてし、る。吸着媒

の木材側からは，すでに吸着されてし、る吸着水の影響にっし、て検討をおこなう予定である。さらに，フェ

ノーノレ系の樹脂におけるリグニンとの強し、結びつきについては，木材とフェノール系樹脂との相互作用

を， きグロに検討するうえで重要であると考える。

IV. 摘要

木材による水溶液からのレゾールタイプのフェノール・ホルムアルデヒド樹脂の吸着にっし、て実験し

た。

フェノール・ホルムアルデヒド樹脂の濃度は，樹11旨の不揮発分を基準として表示した。不梅発分の測定

のために， 樹脂は 14C-フェノールを含むフェノールとホルムアルデヒドから合成し，不揮発分の放射線

をG.M. カウンターで測定し，吸着量はカウント数の差から決定した。

エゾマ、y辺材の木粉 (60"'80 メッシュ)は約 12% の含水率に調湿して用いた。

吸着条件は次のとおりである。 0.5g の木粉は 20 cc の樹脂水溶液中に 20 0C で 24 時間浸漬した。

得られた結果は次のとおりである。

ー(1) 吸着平衡時聞は Fig.5 に示した。

(2) 吸着等温線は Fig.6 に示した。

木材によって吸着された見かけの不揮発分の量は， 0.40% の樹脂水溶液の濃度におし、て，木材 19 あ

たり(絶乾換算)約 2.5x10-2 g であった。

吸着分子の断面積(フェノール分子の値を用いた)から計算した見かけの吸着面積は， 0.29x106 cm2 で

あった。これはフェノール樹脂の吸着が木材の内部膨潤表面でおこなわれたことを示す。

しかしながら，この実験では吸着された樹脂の成分(メチロールフェノーノレ)にっし、ては解析できない

'‘ 
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ので，さらにメチロールフェノールの吸着をペーパーグロマトグラフィーによって測定し，メチロールフ

ェノールの量は展開したスポットをカウントして決定した。

個々のメチロールフェノールの吸着量は，原水溶液と吸着平衡液の組成害IJ合の差とカウン卜数の減少か

ら決定した。

その結果，モノメチローノレフェノールとジメチロールフェノールの吸着が認められた。
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Adsorption of 14C-Phenol-Formaldehyde Resin on Wood Surface 

Akio OKURO山

|瞳

(Rるsumé)

The adsorption of resol type phenol.formaldehyde resin from aqueous solution by wood 

has been investigated. 

The concentration of phenol.formaldehyde resin indicated was based on non.volatile 

content of resin. For the measurment of non.volatile content, resin was prepared from 

formaldehyde and 14C・labelled phenol, radio activities of the non.volatile substances were 

measured by G.M. counter, and the amount of the adsorbed substances was determined with 

the di任erence of the counts. 

Wood fiour (60~80 mesh) of Yezo spruce sapwood (Picea jezoensis CARR.) was ∞ndi. 

tioned to be of 12 % moisture content. 

The adsorbing condition was as follows: 0.5 g of wood fiour was immersed in 20 cc of 

Received February 27, 1969. 
(1) Wood Improvement Research Unit, Wood Improvement Section, Wood Technology 

Division. 
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the resin aqueous solution at 20 .C for 24 hours. 

The results obtained were as follows: 

(1) The rate of adsorption is shown in Fig. 5. 

(2) The adsorption isotherm is shown in Fig. 6. 

The apparent amount of non-volatile substances adsorbed by wood was approximately 

2.5 X 10-2 g per gram of wood (oven-dry basis) at the 0.40 % concentration of resin aqueous 

solution. 

The apparent adsorption area calculated from cross section of adsorbed molecule (calcuｭ

lated in terms of phenol) was 0.29 x 106 Cnl人

This value indicated that phenol.formaldehyde resin was adsorbed on swollen internal 

surface of wood. 

From this experiment, however, it was not clear that methylol phenol was adsorbed by 

wood. 

In this respect, the adsorption of methylol phenols was measured by paper-chromatography, 
and the amount of methylol phenol was determined by counting the run of flow of spots. 

The adsorption of methylol phenols was determined by the di任erence between the compoｭ

sition of original solution and equilibrium solution, and the decrease in count numbers. 
Consequently, it was rec句nized that mono-metylol phenols and di・methylol phenols from 

the resin aqueous solution were adsorbed by wood. 


